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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 40 年 3 月
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北海道立地下資源調査所

技術吏員 d 庄谷幸夫

a

はしがき

この図幅説明書は，昭和 38 年の夏に実施した野外調査の結果をとりまとめたもので

ある o 調査日程その他の関係で，なお未解決の問題が多いがいちおう報告することに

したりなお，この凶幅に隣接する知円別および羅臼の両図幅に対する調査を， 目下実

施中である。したがって，この図幅で未解決の問題は，ぞれらの図幅調査を進める過

程において，逐次明らかにされるものと思われる。

乙の地域の地質の概略については，門倉三能 (1916) の知床半島全般についての調

査報告のほか，北海道総合開発企画本部で行なった知床半島全域の地質調査の中での

べられている。また鉱床については，土居繁雄 (1962， 1963, 1964) の褐鉄鉱床に対

する，いくつかの調査報告がある。

なお知床鉱山の資料は，北海道立地下資源調査所の土居繁雄企画課長から提供をう

けたものである。

野外調査にあたって，北海道開発局官房開発調査課松下亘，山本宏両技官から，い

ろいろと便宜を与えられた。報告にはいるに先立ち，土居繁雄，松下亘，山本宏の三

氏に感謝する。

I 位置および交通

この凶幅のしめる位置は，知床半島の中央部より，やや知床岬寄りにあたり，北緯

44°10'.--44°20'，東経 145°0'.--145°15' の範囲であって，オホーツク海に面している。

行政的には，網走支庁管内の斜里町にふくまれる。

この地域は，西が海に面し，沖積平坦地に乏しいため，村落はなし、。漁労時期の宿

舎になるいわゆる番屋が，海岸にそって散在しているだけである。この地域の運輸・
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第 1 図位 置 図

第 2 図硫黄山沖から知床岳を望む
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交通はもっぱら船舶にたよっているが，舟着場がなく，陸上とは磯舟で連絡している。

最寄りの宇登呂港(宇登呂凶幅)からは，ルシャ川河口まで約 21km あるの

かつては，ルシャ川にそって材木搬出用のトラック道路が通じていたが，現在では

荒廃している。羅臼側のルサ)11 からルシャ川にぬける釣人用の踏み分け路が，羅臼側

とこの地域を結ぶ唯一の道であるの

II 地形

この地域の地形は，地質と関係をもち，次のように三つに分けられる。

(1) 沖積層から構成される低地帯

(2) 図幅の基盤をなす新第三系から構成される中央低山地帯

(3) 鮮新世および洪積世の火山岩類から構成される，山岳地帯

低地帯は，乙の地域では分布がせまし海岸および河川にそって，わずかにみられ

るにすぎないが (2) ， (3) の地帯とは，崖で接している場合が多い。

中央低山地帯は， (3) の山岳地帯にはさまれて，中央部にひろがる地帯である。この

地帯は，知床山脈の鞍部にあたり，一部には，海抜 300m 以下に，低くなる部分にあ

る。夏季の風は，通称ルシャおろしとなって，この低山地帯を通って，根室海峡から

第 3 図 ルシャ川上流から硫黄山を望む

つ
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オホーツク海へ抜ける o このために，ルシャ沿岸の海は，穏やかなときが少ない。山

岳地帯は，熔岩から構成され，比較的緩い傾斜で，北部は知床岳(標高 1 ， 254.2 m)

に，南西部は硫黄山(標高 1 ， 562.5 m) に，それぞ、れつづいている o

この地域を流れる河川は，いずれも知床山脈に源を発し，多くの滝をともなった V

字谷をつくる場合が多い。また，海岸線は，海蝕崖が発達し，海に臨む附近には，

高さ 30.-.100 m の滝を形成している。このため景勝地として，船からの観光客をたの

しませている。

III 地質

III.1 地質概要

この地域の地質は，新第三系，および，それ以降の地層と火山岩から構成されてい

るo

新第三系は，いわゆる東部北海道に発達するグリーンタフにふくまれる o

図幅内に発達する各地層は，火成活動の影響下にあり，ほとんど化石を産すること

がなし、。したがって，時代的意味を含めた層序を組立てることは，困難であるが，い

ちおう，第 1 表にしめすような地質総括表を作成したり

この地域の最下位層は，頁岩を主体とし，緑色凝灰岩・砂岩を挟有する，新第三紀

第 1表地質総括表

時代 地 層 名 模式柱状図 記号 岩相および岩質

沖積堆積物 0、 o ・0 ・・00・ 0'0・・0 ・・0 0• AU 礁、砂、粘土
d、、(由自

扇状地堆積物
0‘0。.b ・ o一 b一 ・ 0・ 0・・ a

第 F 礎、砂、粘土
積

。 o 0 0 0 0 。

崖錐堆積物 ¢・-0で'ー()島--O-JJv「-O二--v1-V--o--Ao一v一O一o Ta 礁、砂、粘土
世

四 河岸段丘堆積物
。、、.0、、0 今9 、0.。-。‘ -。、。。 、

R 礁、砂、粘土ーL 。‘、 0'0 0'0 。目、

洪 知床岳第 2 熔岩
vvv¥/VVvV

S2 紫蘇輝石普通輝石安山岩V¥/vvvvvv
紀 積 知床岳第 1 熔岩

〆\ノ\ノ\〆 \r、〆、〆、ノ\

St 紫蘇輝石普通輝石安山岩
f、 f、〆、/\/、/\/\/、

世 100m 段丘堆積物 。 90 s0，0e0o 。0。0000
T 礁、砂';~'g &'0"OoOOO'?O。

新第一 鮮

lllH十+十 +++ー++++:+ふ十 hl!lpE?tt x?px<xKよxXxxかXxIbIL
新 基底熔岩熔 岩 輝石安山岩

一紀? 世? テッパンベツ集塊岩層 AAa会3A9M-￡A凶A--u4a 叫池三 晶、ぜ、 At 砂集塊岩 岩
A ム/<

新第 中 ーーーー -- - -

砂硬集緑塊岩色貨岩凝頁岩灰岩事庁 ン 層
AA.o. .6 A 品品 a ./l

KJレ 守
ーーー ー

紀 世
..も多令、 4歩、 y 、。、ミ
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のノレシャ層で，局部的な発達をしめすものであるロルシャ層の上位には，鮮新世?

と考えられるテッパンベツ集塊岩層が不整合関係でのり，図幅全域にわたって分布し

ている。

鮮新世? と考えられる火山岩類としては，テッパンベツ集塊岩層をつらぬく安山

岩脈と，それをおおう 773m 熔岩のほか，硫黄山基底熔岩があげられ，図幅の南部地

域に分布しているo

第四紀層は，段丘堆積物，火山岩類および沖積層などである。段丘堆積物は， 100m

段丘堆積物と河岸段丘堆積物にわけられ，海岸線にそって発達している。火山岩類は，

100m 段丘をおおう知床岳第 1 および第 2熔岩で，ともに複輝石安山岩である。

111.2 新第三紀層

111.2.1 ルシャ層

この地層は，ルシャJfI，テッパンベツ川中流およびチャカパパイ川入口に露出して

いる口この地層は，この地域の最下位層で，上位の地層とは，断層あるいは不整合関

係で接している。主として，いわゆる硬質頁岩からなるが，緑色凝灰岩・砂岩および

集塊岩をはさんで、いる o

頁岩は，粘土ないしシルトからなり，各単層は，厚さ 20.-50cm の美しい縞状層理

第 4 図 ルシャ層中の硬質頁岩(ルシャ川上流)

一 5 -



(第 4 図)をもち，新鮮なものは暗灰色ないし黒色であるが，風化すると淡灰色にかわ

る。

シルト岩中には， 径 2cm ていどの礁を，不規則に少量ふくむこともある。この擦

は，地層の下部では緑色凝灰岩とプロピライトであり，上部では新鮮な安山岩である。

緑色凝灰岩は，一般に淡緑色をていし塊状でやや堅硬である。火山ガラスの一部

は，緑色鉱物・炭酸塩鉱物・粘土鉱物におきかえられており，石英は少ないら

砂岩は，中粒ないし細粒のもので，淡青灰色ないし淡黄灰色をていするが，一部に，

淡緑色をていするものもある。一般に 20cm ていどの厚さをもち，凝灰岩層と互層す

ることが多い。

集塊岩は，暗灰色の拳大の角礁を，白色ないし灰白色の凝灰質物質で謬結したもの

である。この角擦は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石を斑品とした，新鮮な安山岩であ

る。

この地層の走向は， NE100........NW60° をしめす。傾斜は，ルシャ川中流にある N45°

E 系の断層を境にして，北部では 25........35°NE をしめし，南部では 25........400SW をしめ

すo

*この地層から産出する化石は，大型の Choncosela bisecta(CONRAD) , Makiyamai

*chitanii(MAKIYAMA) である。

III.3 新第三紀層 1 (鮮新世 1)

III.3.1 テッパンベツ集塊岩層

この地層は，テッパンベツ川およびルシャ川流域に発達するほか，海岸線にそって

分布する。走向は，賄、岩の沢附近では NS.......N 30 0E で，西口 30° 傾いている。

下位の地層とは，傾斜不整合関係にあり， 100m 段丘にきられる。一部は，安山岩

に貫ぬかれている。なお，この地層は，露出が不充分なため分離が困難で，地質図で

は，一部下位の地層をふくんでいる可能性がある σ

この地層は，主として集塊岩からなるが，テッパンベツ川より北部では，砂岩をは

さみ，南部では，安山岩熔岩をはさむ。

ふくまれる角瞭は，暗黒色ないし暗灰色の拳大の安山岩で，鏡下では，斑状構造を

しめし，斑品は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石であるロ斜長石は 3.5mm 大の柱状結

*三谷勝利 石油天然ガス科長鑑定

-6-



品で， An50 前後の成分をしめし，新鮮である。丙輝石は，卓状ないし柱状をしめす。

石基としては斜長石と両輝石のほか，不透明鉱物が褐色ガラス中に存在するC

III.3.2 安山岩脈

との山脈は，滝の沢入口に，小規模な岩脈として発達する。これは，テッパンベツ

集塊岩層を N700E の方向でつらぬき，上位は 100m 段丘堆積物におおわれている。

したがってその近入時代は，明確でなし、。

一般に暗灰色で，白色の斑品がめだち，あらい柱状節理が発達している C 鏡下では，

斑品は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石は， 3mm 大で白形ないし半白

形をていし，新鮮で，成分は An50 前後をしめす。両輝石は， O.5mm 大で白形ない

し半白形で，卓状をていする。石基には， ;jq 長石， r可輝石のほかに， O.lmm 大の不

透明鉱物がある。

III.3.3 773In山熔岩

乙の熔岩は，テッパンベツ )11 からノレシャ川上流にかけて分布し， 773m 山につらな

っている。下位層との関係は，明らかでな

し、白

岩質は，黒灰色ち密で，塊状をていする。

鏡下では，斑状構造をしめし斑品は，斜

長石〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石

は， 2.5mm 大で An50 前後の成分をしめ

す白石基は，斜長石および両輝石のほか，

不透明鉱物が褐色ガラス中に散在する口

III.3.4 硫黄山基底熔岩

この熔岩は，この地域の南西部に分布し，

硫黄山につらなっている。下位層との関係

は，明らかでなし、。

この熔岩は，集塊岩熔岩を 2 枚はさみ，

図幅内では，少なくとも 3 枚の熔岩にわか

れる。これらの岩相の異なったところが，

通常，滝となっている。(第 5 図) 第 5 図 硫黄山基底熔岩(ボンベツ )11

岩質は，灰色ないし暗灰色をていし，多 上流)

- 7 ー



孔質からち密のものまで変化する。節理は明らかでないが，流理構造の発達する部分

がみられるの鏡下では，斑品は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石は， 2.0

mm 大の白形ないし半白形をしめし，一部褐色に汚染されている o 両輝石は， 1.5mm

大で卓状をていするの石基は，琉璃基流質構造をしめし，斜長石および両輝石と 0.5

mm 大の不透明鉱物からなる o

第 2 表砂鉄分析値 (タ%)

着磁率 I Fe ITiω02 IP

吋吋… O 時
北海道立地下資源調査所分析

されるような砂鉄を含有するが，分布範囲は

III. 4 第四紀層

第四紀層のうち， 100m 段丘堆積物，知床岳第 1 熔岩および知床岳第 2 熔岩は，洪

積世にぞくするの沖積世にふくまれるものには，河岸段丘堆積物，崖錐堆積物，扇状

地堆積物，および沖積堆積物があげられるo

III.4.1 100m 段丘堆積物

チャカパパイ川より北の海岸線に，小規模に露出する。乙れらは，海抜 100m 前後

の高さをしめしている。テッパンベツ集塊岩層を不整合におおい，知床岳第 1 熔岩と

第 2 熔岩におおわれている。

人頭大ないし拳大の門機化した安山岩を主

としている礁層で，厚さ 3.5m ていどの砂層

をはさんでいる。この砂層は，第 2 表でしめ

せまし、。

III.4.2 知床岳第 1 熔岩

この熔岩は，チャカパパイ川から北の海岸線に分布し，知床岳につらなる o

テッパンベツ川集塊岩層， 100m 段丘堆積物をおおい，知床岳第熔岩におおわれて

し、る。

乙の熔岩は，淡灰色ないし暗赤紫色の安山岩からなるの鏡下では，斑晶は，斜長石

〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石は，一般に 3mm 大，ときには 6mm 大で，成

分は， An50 前後である D 両輝石は， 1.5mm 大で白形ないし半白形を呈している D

石基は，波璃基流品質構造をしめし，斜長石，両輝石および不透明鉱物の小結晶が，

ガラス中に存在する。

111.3.4 知床岳第 2 熔岩

この熔岩は，鮪、岩の沢から北に分布し，知床岳につらなる o

これは，第 1 熔岩の一部をおおうもので，第 1 熔岩とは，肉眼的に同じである。し
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かし，数枚の薄い熔岩流からできている点が異なっている。

III.4.4 河岸段丘堆積物

ルシャ川およびテッパンベツ川の，河口附近に分布する。この段丘は， luI床面から

5m 以下の平坦面をつくっている。主として喋層からなるが，ときには，砂層もみら

れる 0

5 のほか，テッパンベツ川上流には，主として，砂傑からなり，その一部を褐鉄鉱

によって回結された，比高 5m 前後の河岸段丘堆積物が，わずかに発達している口こ

の河岸段丘堆積物は，他の堆積物との関係が不明であり， しかも分布がせまいので，

地質図では削除した。

III.4.5 崖錐堆積物

熔岩の分布する地域に発達するもので，地形は，緩斜面を形成している。構成物は，

背後に分布する安山岩塊を主とし，乙れを，砂および粘土が充填している o

III.4.6 扇状地堆積物

ウブシノツタ JII 口(第 2 図)にみられるもので， 海抜約 40m の扇状平坦面を形成

している。表層は，腐植土からなるが，それ以下は，主として川の上流からはこばれ

た安山岩塊からなり，少量の砂および粘土を混入している。

第 6図海 岸

-9-
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III.4.7 沖積堆積物

図幅地域の地形は，海蝕，室が海にのぞみ，河川は，多くの滝をともなったV字谷を形

成しているのこのために，海岸線および河川にそって発達する沖積堆積物は，分布範

聞がひじようにせまし、。

砂・喋および粘土からなるが，海岸線では，頭大以上の大きな岩塊の石原となって

いるの(第 6[司)

IV 応用地質

この地域の新第三紀層は，いわゆる北海道東部グリーンタフ地域にふくまれるが，

金・銀・銅・鉛・亜鉛などの鉱床は，発見されていなし、。しかし褐鉄鉱の鉄徴地は，

数多くしられている。知床鉱山は，その代表的なものである o また，テッパンベツ川

上流には含鉄冷泉が湧出し，現在，その附近には褐鉄鉱を沈澱している。

そのほか，第 2 表にしめしたような砂鉄が，海岸線にそって露出する 1∞ m 段丘堆

積物の中に，肝

きないの

IV.1 知床鉱山

知床鉱山は， 硫黄山の北方約 4.5

km のところにあり，鉱床は，この

図幅の南西隅のウブシノツタ}Ifから

ウンメーン沢(羅臼図幅)にかけて

分布する。(第 7 図)

鉱床は，沢にそって沈澱した褐鉄

鉱で，硫黄山基底熔岩を基盤として

いる。現在は，その一部が河水によ

って削剥されたり，崖錐堆積物など

によっておおわれている。現在まで

に探鉱された鉱床は，第 3 表にしめ

したとおりであるわ

鉱石は，黒褐色ないし褐色をてい

する塊状鉱を主体としているが，鉱
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匡ヨ褐鉄鉱鉱床

回om

第 7 図知床鉱山鉱床分布図

床の上部には，褐色の粉状鉱もみられる。針鉄鉱を主体とするもので品位は第 4表に

しめしたとおりである。なお， Fe50~'; としたときの予想鉱量 100 万 t，と公表されて

いるが，現在なお探鉱中である o
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

RUSHAGAWA

(Abashiri-18)

By

YukioSyoya

(Writtenin1965)

Resume

TheRushagawasheet, coveringtheareafromlatitude44ー1W

to44ー20'N andfromlongitude145ー0'to145ー15'E, occupiesthe

centralpartoftheShiretokoPeninsulaprojectingintotheSeaof

OkhotskintheeasternpartofHokkaidδThere isnoavailable

roadonland, andonehastotakeasearoutetoreachthere.

Thewave-cuteli 百s atthemarginoflavaflowsextendingdown

totheseacoastarethetopographicalcharacteristicsofthisarea,
wherealluvialplainisscarcelyfound.

Geology

Thegeologyofthisareaisrepresentedbytheformationsand

volcanicsoftheMioceneandlaterages. Theyareasfollows:

rAlluvialdeposits, Fandeposits, Talus
(Alluviumideposits

Quaternary~ lRivert町race deposits

I fShiretokodake1stand2ndlavas
lDiluvium ~

l100m terracedeposits

一 13 -



(1δzan basallavas, 773m-yamalavas
可eogene? Pliocene?1

lTeppanbetsuagglomerateformation

バeogene Miocene Rushaformation

TertiarySyst~ n.t

TheRushafonriationisthelowermostseriesinthisarea, and
isexposedinnarrowstripsalongtheriversRusha, theTeppanｭ

betsuandtheChakababai.Thisformationiscomposedmainlyof

shale, buthasseveralthinlayersofsandstone, tu妊 and agglo・

merate. TothenorthoftheE-W faultatthemiddlecourseof

theriverRushatheformationshowsaneasterlydip, butitinｭ

clinestothewestinthesouthernarea.

TheTeppanbetsuagglomerateformation , lyingunconformably

onthesubjacentRushaformation , isexposedintheTeppanbetsu

basinandalsoalongthesea coast, andiscomposedmainlyof

agglomerate. Severalthinｷlayersoftu 旺 are intercalatedinthe

lowerpart, whilethoseofsandstonearefoundinthemiddlepart.

TheIozanbasallavasarethecountryrocksofthelimonite

oredepositsdescribedbelow, andaredeveloped,lyingontheTepｭ

panbetsu agglomerate formation, tothesouthof the viver

Rusha. Theyarelavasofaugite-hyperstheneandesite. The

relationbetweenthisformationandthe773m-yamalavasisnot

clarifiedasyet.

The773m-yamalavas, coveringtheTeppanbetsuagglomerate

formation, aredevelopedonthewatershedbetweentherivers

RushaandtheTeppanbetsu. Theyarecomposedofaugite-hypersｭ

theneandesite.

QuaternarySystem

Thedepositsofthe100m terracearedevelopedalongthesea

coastattheheightof100m abovesealevel, andarecomposed

ofgravel, sandandclay.TheylieontheTeppanbetsuagglomerate

formation, andisoverlainbytheFirstandtheSecondlavasof

Shiretokodake.
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TheFirstandtheSecondlavasofShiretokodakearelavasof

augite-hyperstheneandesitewithsomeintercalatingagglomerates,
andaredevelopedtothenorthoftheriverTeppanbetsu. Among

them, thelatteroverliestheformer , andisricherinagglomerate

faciesthantheformer.

TheAlluvialdepositsarecomposedof blocks, gravel, sand

andclay. Theyarelimitedindistribution, andarefoundalong

theriversandseacoast.

EconomicGeology

Thoughthepresentareabelongstothe“ green tu百 area" of

easternHokkaido, nooredepositsofveintypearediscoveredas

yet. Theonlyexampleoforedepositsinthisinarea isthe

limoniteorebedrelatedtotheQuaternaryvolcanism.

ShiretokoMine: Thismineisfoundinanareaofabout2.5

kmwidthextendingbetweenthelowercoursesoftheriverUbuｭ

shinotsutaandtheIozawa(intheareaoftheRaususheet). Itis

sedimentarylimoniteoredepositslyingonthebasementconsisting

oftheIδzan basallavas. Thepossibleorereserves estimatedat

1,000,000 ton, butitisnotworkednow.
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